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ジャズ界のレジェンドが奏でる、
極上のサウンド
インタビュー：前田憲男さん
　　　　　　 （ピアニスト、作・編曲家）



漫画とピアノがあった青春
―― �先生は若いころに漫画家を目指して

いたそうですね。
　ピアノよりむしろ漫画のほうがメインで
ね、本当は漫画家になろうと思っていまし
た。最近やっと吹っ切れたくらいで、なにか
チャンスがあれば、やってみたいと考えてい
ましたね。僕のホームページは全て自作で
すが、自分で描いた自画像を掲載していま
す。カーソルを合わせると顔の表情が変わ
るんですよ。
―― �独学でピアノを習得されたそうです

が、どのようにして音楽と出会ったの
でしょうか。

　うちは両親が小学校の教師をしていた
のですが、二人とも音楽に興味があって
ね。一応、親父もお袋も近所の子にピアノ
を教える程度のテクニックは持っていまし
た。ただ、両親は僕が頼めば教えてくれる
という程度で、無理矢理は教えようとしな
かったですね。スタートは一般的にピアノを
始める皆さんと同じでバイエルでした。で
も、音楽的な素養といったらそこまでで、あ
とは何もありません。

関西方面の米軍キャンブからの
スタート
―― �ジャズピアニストとして活動を始めら

れた頃についてお聞かせください。
　高校の軽音楽部でジャズを知りました。
卒業と同時に先輩のグループにピアニスト
として参加。2年ほど関西方面の米軍キャ
ンプを巡る仕事をつづけ、その間にヴィブラ
フォーンをマスターしました。
　20歳で上京して、最初は赤坂見附のナイ
トクラブ「ラテンクォーター」でピアノを弾い

地域に根差す文化・芸術の発信地
川崎市アートセンター開館10周年!

　2015年にスタートし、今年3回目を迎えるジャズ・フェスティバル『かわさきジャズ』が、11月10日に開幕します。
　昨年に引き続き、「ジャズは橋を架ける」をテーマに掲げ、「多様性」と「コラボレーション」を軸に、ジャズを通じて様 な々出会いと交流の機
会を創出するこのフェスティバル。10日間にわたり、川崎市内の7つの会場で国内外のトッププレイヤーによる音楽ライブを開催します。
　今回は、オープニング公演に出演される日本ジャズ界の巨匠、前田憲男さんにお話を伺いました。前田さんは、ジャズピアニストとして活動
する一方で、数多くの人気テレビ番組の楽曲を手掛け、半世紀以上にわたり日本の音楽業界の第一線で活躍されてきました。
　80歳を超えた今も活発に活動を続ける原動力やこれまでの歴史、このフェスティバルへの意気込みについてお話しいただきました。

ジャズは橋を架ける ～Jazz overcomes differences.～

インタビュー／前田憲男さん（ピアニスト、作・編曲家）

ジャズ界の
レジェンドが奏でる、
極上のサウンド

ていました。当時のナイトクラブは2バンド
交代で常に生演奏が流れていましたね。当
時のチェンジバンドは原信夫とシャープス
アンドフラッツでした。
　のちに、新橋の「マヌエラ」というクラブに
うつったのですが、NHKが目の前にあった
ので番組制作のスタッフと顔見知りになり、
放送の仕事を頼まれるようになりました。音
楽に関係する番組はもちろん、ドラマの仕
事でもピアノを弾いたり、譜面を書いたり、レ
コーディングしたりと、細かい仕事がたくさん
ありましたね。あの頃は、各テレビ局に一癖
も二癖もあるディレクターがいたのですが、
僕は彼らから信頼が厚くて「こいつに任せて
おけば安心だから」と認めてもらっていたん
です。それでだいぶ得しましたよ（笑）。

多忙を極めた
テレビの音楽監督時代
―― �テレビ番組の楽曲を手がけていらし

た頃についてお聞かせください。
　テレビの仕事をしていた頃は、仕事量と
追っかけっこして、どうやれば譜面が早く書
けるかと、色々自分で工夫してやっていまし
た。まだパソコンがない時代でしたからね。
1日25時間働いているというくらい忙しく
て、日をまたがってスケジュールを入れてい
たんですよ。当時のスケジュール帳がまだ
残っていますけれども、「よくこれで病気をし
ないでやっていたな」と思います。
　労音（勤労者音楽協議会）という組織が
あり、当時は大阪の支部が一番大きかった
のですが、そこへ仕事に行くと2週間は拘
束されました。ペギー葉山のリサイタルなら、
その仕事をぶっ続けで2週間。そうすると、
東京を留守にしている間に他のバンドに場

所を取られてしまいます。ですから、公演が
大体18：30から始まって20：30に終わった
後に伊丹空港までタクシーを飛ばして、夜
中に1本だけ出ている飛行機に乗って東京
へ帰り、徹夜で譜面を書いてレコーディン
グをして、夕方また大阪のホールへ飛行機
で戻るというスケジュールをこなしていまし
た。そういう生活をしていると、だんだん自
分が今何をやっているか分からなくなってく
る。でも、来た仕事を断ろうとは思わなかっ
たですね。僕は大阪人だからね、そんなの
もったいないと思っちゃう（笑）。

プレイはアレンジの源
　アレンジの仕事が増え、プレイヤーと並
行して活動するのが大変になったので、バ
ンドを抜けて、アレンジャー1本になった時
期があります。すると翌月の収入が、いきな
り前月の10倍になりました。それまで月収
4万円だったのが次の月は40万円。それか
ら3年ほど、アレンジの仕事ばかり続けてい
たのですが、蓄積がなくて出て行く一方だ
から、だんだんアイデアが枯渇してくる。ある
日、気が付いたら何も書けなくなっていまし
た。やっぱり無駄なようだけど、毎晩どこか
のクラブに行ってピアノを弾き、他のミュー
ジシャンと交流を持たないと音楽が死んで
しまう。そう思って、トリオやカルテットの演
奏を少しずつ再開しました。
　アレンジを救うためにプレイヤーとして活
動を始めた途端、また書けるようになりまし
た。どういう関係なのかな、毎晩ナイトクラ
ブで演奏する内容なんて、たかが知れてい
るんだけれど、やっぱり生身のプレイヤーと
一緒に演奏するってことが必要なんでしょ
うね。
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 公演概要 Information

華やかな音楽シーンでの活躍
―― �当時、共演された方 と々のエピソード

をお聞かせください。
　大橋巨泉さんはもともとジャズ評論家で
したから、ジャズマン同士のつながりもあっ
て、彼の出演する番組の音楽をよく担当し
ていました。
　また、美空ひばりさんが演歌を歌わずに、
アメリカのポピュラーミュージックを歌うとい
うコンサートを中野サンプラザでやったこ
とがあるのですが、音楽監督を頼まれまし
た。デューク・エリントンを歌ったり、色んな
曲をやったんだけど、彼女のファンにはあま
り評判がよくなかったみたいだね。やっぱり
お客さんは、「リンゴ追分」が聞けると思っ
て来るからかな（笑）。
　ベンチャーズの音楽をやって脚光をあび
ていた加山雄三さんの編曲も手がけまし
た。オーケストラと共演するときなどのアレン
ジをしていましたね。

被災地での演奏活動
―― �東日本大震災の直後からずっと被災

地でのコンサートを続けていらっしゃ
いますね。先生の最近のご活動につ
いてお聞かせください。

　2007年から、浜離宮朝日ホールでのコ
ンサートを年に2回続けていて、今年21
回目を迎えます。このコンサートを背景に、
2011年の大震災があった直後から「“わ”
で奏でる東日本応援コンサート」の活動を
始めました。
　被災地に赴き、子どもたちや現地のビッ
グバンドと合奏して、共に作り上げるコン
サートを続けて今年で28回を数えました。
現地での演奏が7割で、東京でもコンサー
トを毎年行っています。僕は特別なにをす
る訳ではなくて、ありのままの自分を持って
行くのですが、一緒に演奏すると子どもた
ちの空気感が全く見違えるように変わるん
ですよ。
　2015年の宮古市での公演では、渡辺真
知子さんをゲストに迎え、250人がステージに
乗って「カモメが翔んだ日」を合唱しました。

音楽を通じた交流
―― �今回の『かわさきジャズ』では、若い

プレイヤーと共演なさいますね。ご出
演いただくにあたっての抱負と、観客
へのメッセージをお願いします。

　やっぱり若い人と知り合いになることが
一番楽しみですね。今の若い連中がやって
いる音楽を吸収するのは、一緒にやるのが
一番早いと思っています。ゲストの小林桂さ
んとは何回か共演していますが、どんな曲
でもどんとこいですよ。
　新百合ヶ丘で演奏するのは初めてです
が、きっと音楽愛好家の方々がたくさん集ま
るコンサートになるだろうと、非常に期待し
ています。このフェスティバルはそういう感じ
がすごくするね。今から楽しみです。
―― �今回、先生には『かわさきジャズ』の

プレ企画「ジャズアカデミー」の最終
回（10月27日）にも講師としてご登
壇いただきます。

　事前に受講者から音楽に関する質問を
受け付けて、それについてお答えします。ピ
アノを弾きながら、ミニコンサートも交えた
講座にしようかと考えています。僕のホーム
ページにも質問コーナーがあって回答を公
開しているのですが、どんな面白い質問が
出るか楽しみですね。

ジャズは対話の音楽
―― �先生にとって音楽、ジャズとはなんで

しょうか？
　すごく月並みな言い方だけど、普通の意
味での生活の一部ですね。例えば、僕がお
百姓さんだったら毎日外へ出て、畑を耕しも
のを育てる。それと同じように音楽をやって
います。
―― �最後に、ジャズの魅力についてお聞

かせください。
　演奏者が普通の会話と同じように音楽
で話をするという形態を持っている音楽
は、ジャズだけです。かけ合いをすることに
よって、お互いのエネルギーを吸収するみ
たいにイマジネーションが膨らんでくるの
が楽しみで、いつも演奏しています。
　僕は、2034年に100歳の誕生日を迎え
るのですが、今から記念コンサートを計画
しています。それまでは現役で活動を続け
たいですね。

Jazz Bar
前田憲男トリオ
スペシャルゲスト小林 桂
11/10（金）19：00開演
会場：新百合トウェンティワン
　　　ホール
　　　（川崎市麻生区万福寺1-2-2 
　　　　新百合21ビル地下2F）
　　　小田急小田原線「新百合ケ丘」北口
　　　徒歩2分
出演：前田憲男（p）、小林 桂（vo） 
　　　齋藤たかし（ds）、川村 竜（b）
料金：テーブル席4,500円（１ドリンク付き）
　　　階段席3,500円
チケットお申込み：
　◎かわさきジャズチケットオンライン
　　http://www.kawasakijazz.jp/ticket/
　◎ミューザ川崎シンフォニーホール
　　電話 044-520-0200（10時～18時）

 プロフィール Profile

前田憲男 
Norio Maeda

［ピアニスト、作・編曲家］

1934年大阪生まれ。独学で
ピアノを習得して高校卒業と
共にプロ入りし、55年上京。
57年から、名門バンド「ウエストライナーズ」に在籍。
75年からの「11PM」や「ミュージック・フェア」「サウ
ンド・イン・Ｓ」「ザッツ・ミュージック」などの人気番
組の音楽監督を担当。
長年にわたりアレンジャーとして多忙を極めながら
も、近年は「前田憲男とウィンドブレイカーズ」、自己
のトリオ、羽田健太郎・佐藤允彦との「トリプルピアノ

（2007年終了）」、全国主要オーケストラのポップス
コンサートの客演指揮など、多彩な演奏活動を展
開。1983年にジャズ界の最高位に価する「南里文
雄賞」とレコード大賞「最優秀編曲賞」、2014年には

「文化庁長官表彰」を受賞。

かわさきジャズ2017
～ジャズは橋を架ける～
11/10（金）～19（日）
詳しくは公式サイトをご覧
ください。　

http://www.kawasakijazz.jp/
検索かわさきジャズ

チケット好評発売中!!
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お申込み・お問合せ◉ミューザ川崎シンフォニーホール　［TEL］ 044-520-0200（10：00～18：00）　［チケットカウンター］10：00～19：00
［Web］ミューザWebチケット　http://muza.pia.jp/　 検索ミューザ

 ミューザ川崎シンフォニーホール コンサートピックアップ

  MUZAスペシャル・ナイトコンサート90

ロマンティック・ナイト
2018年1月30日（火） 19時開演

［出演］ ジャズ・ピアノ：佐山雅弘　
　　　 ヴォーカル：CHAKA
　　　 コンサートマスター：水谷 晃
　　　 ベース：井上陽介　ドラムス：大坂昌彦　
　　　 TSOスペシャル・ジャズ・オーケストラ

［曲目］ ビートルズ・メドレー、ラプソディ・イン・ブルー
　　　 バート・バカラック・メドレー　ほか

エキサイティング・ナイト
2018年3月27日（火） 19時開演

［出演］ トランペット：日野皓正、西尾健一
　　　 トロンボーン：片岡雄三　
　　　 アルトサックス：多田誠司　ピアノ：石井 彰　
　　　 ベース：金澤英明　ドラムス：石若 駿　
　　　 Dream Jazz Big Band SETAGAYA

［曲目］ イッツ・ゼア、スティル・ビー・バップ、
　　　 A列車で行こう、リル・ダーリン　ほか

［チケット］ 全席指定　￥3,500　学生券（小学生～25歳以下の学生） ￥1,000
　　　　  スペシャルシート ￥4,000（ワンドリンク付・400席限定）

10/7㈯
一般発売

まもなく
発売

モーツァルト・マチネ31
10月14日（土） 11：00開演
全席指定 一般 ￥3,500　
学生券（小学生〜25歳以下の学生） ￥1,000

［出演］ 指揮：ジョナサン・ノット　
　　　 チェロ：イェンス＝ペーター・マインツ

［曲目］ ハイドン：チェロ協奏曲 第1番 ハ長調 Hob.VIIb:1
　　　 モーツァルト：交響曲 第39番 変ホ長調 K.543

おすすめ
公演

休日の朝に聴いてほしいモーツァルト。
オーケストラと過ごす、
特別な1時間をあなたに。

ジョナサン・ノット イェンス＝ペーター・マインツ

能楽とオルガン、伝統の交わる瞬間
MUZAランチタイムコンサート
10月25日（水） 12：10開演 約40分間 途中休憩なし
全席自由 ￥500

MUZAナイトコンサート60
10月25日（水） 19：00開演 約60分間 途中休憩なし
SS指定席《限定100席》 ￥2,000　自由席 ￥1,000

［出演］ オルガン：徳岡めぐみ　
　　　 観世流シテ方：梅若紀彰　能管：竹市 学

  ランチタイムコンサート＆ナイトコンサート

［曲目］ ジャン＝ピエール・ドゥルーズ：４つの俳句によるエヴォカシオン
　　　 J.S.バッハ/アンリ・メッスラー：シャコンヌ ニ短調　ほか

徳岡めぐみ 梅若紀彰 竹市 学

［お問合せ］ミューザ川崎シンフォニーホール 044-520-0200（10時～18時）［プレイガイド］チケットぴあ 0570-02-9999（9月4日～29日まで取り扱い）

ミューザ川崎市民吹奏楽祭 
10月9日（月・祝） 第1部（午前の部） 10：30開演（10：00開場）　第2部（午後の部） 14：30開演（14：00開場）
全席指定　午前・午後の部 各700円（第1部終了後全席入替）　当日券800円 ※前売りが完売した場合、当日券の販売はありません。

ミューザが満を持してお届けする、スペシャルな編成とプログラム。
ワンドリンク付きのスペシャルシートもご用意。とっておきの夜をお過ごし下さい。

佐山雅弘 日野皓正
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★全席指定4,000円  
★学生券（25歳以下の学生）1,500円 （※学生券は、ミューザのチケットカウンターと電話予約のみ）

チケット料金（1ドリンク付）

ミューザ川崎シンフォニーホール　
［Tel］044-520-0200（10：00～18：00）　［チケットカウンター］（10：00～19：00）
［Web］ミューザWebチケット　http://muza.pia.jp/  

お問合せ・お申込み

ミューザ 検索





展示－宿場時代の川崎（２階）
江戸時代の川崎宿の歴史や当時の情報があります。
旅人の衣装を着て記念撮影もできます。

展示－江戸から現代へ（３階）
明治以降の川崎市の歴史や、ゆかりの人物などの展示
があります。

4階の集会室は、ふれあいネット（川崎市公共施設利用予
約システム）にて利用予約が必要です。

貸館
案内

商工会議所
●　 ●DICE

　（ダイス）
●コンビニ

川崎信用金庫●

　●
川崎市役所

JR
川
崎
駅

京
急
川
崎
駅

東海道
かわさき宿
交流館

〒210-0001 川崎市川崎区本町1丁目8番地4
TEL.044-280-7321　FAX.044-280-7314
http://www.kawasakishuku.jp/

【アクセス】 京急川崎駅より徒歩４分、
　　　　  JR川崎駅東口より徒歩９分

第60回 川崎市観光写真コンクール入賞作品
「撮った! 川崎の見どころ」展

　伝統行事やイベント・四季折々の自然風景・工業夜景など、川崎の魅力をぜひご覧ください。
日時：10月1日（日）～22日（日） 9時～17時
料金：無料　　
会場：東海道かわさき宿交流館3階 企画展示室

江戸時代の粋に遊ぶ その28
「水芸」

　初代松旭斎天勝より今に受け継がれる優美で艶やかな水のたわむれ。
洗練された芸を是非目の前でご堪能ください。
日時：10月21日（土） 14時～15時半（13時半開場）
料金：1,500円　　
定員：先着80名（自由席）
出演：松旭斎正恵（しょうきょくさい まさえ）　他3名
会場：東海道かわさき宿交流館4階 集会室

最優秀賞 
市川禎宏「光と戯れる」

※写真は、第60回の作品です

松旭斎正恵 プロフィール
日本奇術協会名誉会長・松旭斎広子（黄綬褒章受章）と初代松旭斎天勝一座の後見長・山崎金之助の愛娘として生まれ、幼
少の頃は二代目松旭斎天勝一座の子役として活躍。青春時代は日活映画社ダンシングチームに所属し映画・舞台等に活躍。
昭和43年に松旭斎広子グランドマジックショー一行に帰属し、世界を一世風靡した松旭斎天勝の芸道を継承し、日本独自の
奇術・和妻の保存、育成、伝承をし、昭和47年に日本の奇術界にデビューし芸術祭優秀賞受賞に輝いた。そして、現在に至る。
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休館日：毎週月曜日。月曜が祝日の場合は、翌日が休館。



フェスタサマーミューザKAWASAKI 2017 閉幕！

川崎市アートセンター 夏休みワークショップフェスティバル

　今年13回目を迎えた真夏の音楽祭「フェスタサマーミューザKAWASAKI」。7月22日から8月11日までの21日間、日替わりで首都圏のプロオー
ケストラが登場し、計21公演を行いました。バラエティ豊かなラインナップが揃い、完売公演が続出。期間中は子どもたちが身近に音楽に親しめ
るイベントも開催され、過去最高の総入場者数、約34,000人を迎えて賑やかに幕を閉じました。（7月22日～8月11日 ミューザ川崎シンフォニーホール）

 東京交響楽団 オープニングコンサート

 東京フィルハーモニー交響楽団

 神奈川フィルハーモニー管弦楽団 サマーナイト・ジャズ

 イッツ・ア・ピアノワールド  東京交響楽団 フィナーレコンサート

 東京都交響楽団

　オープニングを飾ったのは、川崎市のフランチャイズオーケストラである東京交響楽団と、同団の音楽
監督ジョナサン・ノット。前半は、小編成でシェーンベルクの「浄められた夜」が美しく繊細に奏でられまし
た。後半は打って変わって、ストラヴィンスキーの「春の祭典」が大編成の迫力あるサウンドで演奏されま
した。曲が終わった瞬間、歓声とともに拍手が鳴り響き、華やかな音楽祭の幕開けとなりました。

　世界的指揮者であるチョン・ミョンフン
が贈る、オールベートーヴェンプログラム。
　前半は、ピアニストの清水和音さん
が登場し、ピアノ協奏曲第3番で美しい
音色を奏でました。後半は交響曲第3番

「英雄」が勇壮に奏でられ、貫禄のある
圧倒的な演奏で観客を魅了しました。

　新百合ヶ丘で行った出張公演は、
「名手の競演」と銘打った3つの協奏
曲のプログラム。スイスの歌劇場管弦楽
団でコンサートマスターをつとめる岡崎
慶輔さん、今最も注目を集めているサッ
クスプレイヤー上野耕平さん、人気・実

　オルガニストのルドルフ・ルッツさんとジャ
ズピアニストの佐山雅弘さんのアドリブ合
戦が楽しい人気企画が今年も実現。
　開演前にはホワイエでお二人による特

　ピアニストの小川典子さんによる、子ども
のためのコンサート。前半と後半で二つの
グループに分けて、幼稚園から中学生まで
の大ぜいの子どもたちがステージに上がっ

　最終日はオールラフマニノフプログラ
ム。前半は話題沸騰のピアニスト、反田
恭平さんが登場し、ピアノ協奏曲第3番
でため息が出るほどの超絶技巧を披
露しました。後半は桂冠指揮者である
秋山和慶さんが、交響曲第2番でドラマ

　近年、人気が高まっている若手指揮者で
チェコ出身のヤクブ・フルシャが、スメタナの

「我が祖国」を披露。有名な「モルダウ」を
含む６曲を、故郷の風景がよみがえるかの

　川崎市アートセンターでは、毎年夏休みに演劇と映像を体験できるワークショップを行っています。人気の企画で、小学生だけでなく、大
人が参加できるプログラムもあります。今年は合計6つのワークショップを開催し、ここでしか出来ない体験をしていただきました。

キノーラワークショップ
　「キノーラワークショップ」は今年で３回目をむかえた夏の大人気の講座の一つ。対象は小学生です。講
師はアニメーターの大髙那由子さん。パラパラマンガを機械仕掛けでまわして動画を楽しむことのできる視
覚玩具を「キノーラ」といいます。映画の原理ともいえるかたちです。２時間半のなかでキノーラの組み立てと
８枚の画を完成させます。画を少しずつ変化させて描き、くるくる回して動きを楽しむことができます。参加し
た子どもからは「描くのは疲れたけど楽しい」と声が届きました。　    （7月26日、7月27日 アルテリオ映像館）　

シアターのびのびワークショップ
　ミュージカルワークショップ（以下WS）とことばのWSを行いました。ミュージカルWSは約40名の小学生が6
日間、〈身近にあふれるミュージカル？！〉をテーマに最終日の発表に向け作品創りにチャレンジ。台本は構成・
演出・振付の福島桂子氏が書き下ろしたものをベースに、子どもたちも一部創作し、朝起きてから海に冒険に
出るまでのわくわくしたストーリーに仕上がり、参加者全員いきいきと歌・ダンス・お芝居に取り組むことができ
ました。ことばのWSは、子どもから大人までの約40名が2日間〈音の日本語を感じてみよう〉をテーマに、読む
とは・語るとは・話すとはということに向き合いました。工藤直子の詩集「のはらうた」の一部をテキストに、こと
ばの持つ意味を考えながら、動きや歌をつけ、最後には発表を行いました。異年齢と一緒に参加することで、
年齢の枠を越えての交流もできた貴重なWSとなりました。  （8月1日～6日、8月10日～13日 アルテリオ小劇場）　

ⓒ青柳聡

ⓒ青柳聡

ⓒ青柳聡

ように鮮やかに描き出し、圧巻の演奏を繰り広げました。終演後、オー
ケストラ全員が退場しても鳴りやまない拍手に応え、指揮者が再登場
して観客の歓声にこたえました。

ⓒ青柳聡

ⓒ青柳聡

ⓒ青柳聡

ⓒ藤本史昭
別ミニコンサートが開催され、大勢の人だかりができました。前半は、
バッハ作品が特別なアレンジと、自由自在な即興で演奏されました。
後半はパーカッションのはたけやま裕さんも加わって、伝説の名ベー
シスト、ジャコ・パストリアスのメドレーが熱く繰り広げられました。

力ともに日本を代表するピアニスト仲道郁代さんが、それぞれ素晴
らしい演奏を披露しました。

て、ピアノの演奏を間近に鑑賞しました。小さな子どもたちも真剣に演
奏に聞き入っており、演奏後に設けられた質問コーナーではたくさん
の手が挙がって、可愛らしい質問を投げかけていました。 チックな演奏を繰り広げました。満席の会場は大変盛り上がり、フィ

ナーレにふさわしい締めくくりとなりました。
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日本とキルギス友好チャリティーコンサート
～キルギスの全盲歌手、グルムさんの澄んだ歌声を～
　2016年3月の日本テレビ「のど自慢THEワールド」でキルギスのグルムさんは「涙そうそう」を歌い、審査員全員満
点の400点で優勝しました。同年9月にふれあいプラザかわさきでチャリティーコンサートを開催し、今年も引き続き、
同会場で開催します。作曲家の浅野佑悠輝さんのギター演奏との共演もお楽しみください。

問い合わせ先◉キヤル基金事務局 090-9643-7156
主催◉キヤル基金　　共催◉川崎市視覚障害者情報文化センター（アイeyeセンター）　　
後援◉在日キルギス共和国大使館

［曲目］愛燦々、時の流れに身をまかせ、草原の鍵、キルギスの民族曲 ほか

［日時］10月15日（日）13時開演（12時30分開場）　［料金］無料
［会場］ふれあいプラザかわさき2階ホール
　　　⎛川崎市川崎区堤根34-15 ふれあいプラザかわさき内⎞
　　　⎝京浜急行線八丁畷駅徒歩5分・JR川崎駅徒歩15分　⎠

［日　程］ 2017年10月20日（金）〜28日（土）
20（金） 21（土） 22（日） 23（月） 24（火） 25（水） 26（木） 27（金） 28（土）

■15:30 ■13:00 ■14:00 ■14:00 ■13:00
■19:30 ■19:00 ■18:30 ■19:30 ■19:30 ■19:30 ■19:30 ■19:30 ■18:30

ダブルキャスト　■黒組　■白組　※出演者の詳細は公演ホームページでご確認ください。

［会　場］ ラゾーナ川崎プラザソル（JR川崎駅西口直結ラゾーナ川崎プラザ５階）
［チケット］ 日時指定・自由席　一般 3,800円　川崎割 3,500円（市内在住・在勤／要証明）
　　　　　　　　　　　　   大学生・専門学校生 2,800円（要学生証）　高校生以下 2,000円（要学生証）
　　　　※当日券は各500円UP  ※未就学児入場不可

［チケット取扱・問合せ］ 
　　　　「パンクドランカー」公演ホームページ　https://punkdrunker.com/
　　　　ラゾーナ川崎プラザソル 窓口（10:00～20:00）　TEL 044－874－8501　E-mail kikaku@plazasol.jp

 ラゾーナ川崎プラザソル開館11周年記念公演

『パンクドランカー』
俺たちは人生「パンクドランカー」
だからな。

脚本 緑慎一郎（演劇プロデュース『螺旋階段』） 
演出 笹浦暢大（もじゃもじゃ頭）

活動期間は約三年。表舞台にはほとんど出てこなかったパンクバンド「パンチドラン
カー」。若いままに突っ走り若いままに解散した。三十歳を過ぎてそれぞれ別の道で歩ん
でいたが全員が集まり出す。誰が仕組んだのか再結成をしたいと言い出すのだが…。
2015年、KAAT神奈川芸術劇場〈大スタジオ〉で初演し、高い満足度で大絶賛をあびた
伝説の公演『パンクドランカー』がこの秋、ラゾーナ川崎プラザソルにパワーアップして復活
します。あきらめた夢、果たせなかった約束があるすべてのひとに。この秋、熱い熱い想い
があふれる瞬間をお届けします。

主催◉芸術によるまちづくり・かわさき2017実行委員会／川崎市　　共催◉公益財団法人川崎市文化財団／川崎インキュベーター 
助成◉平成29年度文化庁 文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業

好評発売中!!
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アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日

アート
ギャラリー

1 3 4 5 762 8 10 11 12 1413
Fri

9
Sun Mon ThuThu Tue
15 17 18 19 212016

Tue TueMon
22

Sun Sat Sun Mon Sun MonSat FriThu SatSat
24 25 26 2827

FriFri
23

Mon SunWed TueThu Wed Wed Tue Wed
29 31302017.10

有料 生命の表現力 山下清とその仲間たちの作品展（2F 企画展示室１）～10月1日（日）   観覧料：一般700円、65歳以上・大学生・高校生500円、中学生 以下無料

常設展

第1展示室

企画展

企画展

第2展示室

第3展示室

宮竹真澄の人形工房
10月4日（水）～8日（日）

  藤田観 龍 個展
 10月10日（火） ～15日（日）　

  きらめきアー ト2017展　
 10月10日（火） ～15日（日）　

 第2回 平野 幸一郎個展
 10月10日（火） ～15日（日）　

ひまわり写真クラブ
第15回ひまわり写真展
10月6日（金）～11日（水）

第5回大人の絵画造形教室
TOY BOX作品展

10月13日（金）～18日（水）※16日休館
小杉陶芸研究会 作陶展
～10月4日（水）

矢向ボビンレース研究会
糸あそび

10月20日（金）～24日（火）

まひまひ写真部水中写真展
10月6日（金）～11日（水）

高津区美術公募展’17
10月13日（金）～18日（水）※16日休館

高津みずえ会水彩画展
10月1日（日）～4日（水）

川崎デッサン会作品展
10月20日（金）～25日（水）

歩楽里写真部写真展
10月27日（金）～11月1日（水）

色えんぴつ画のつどい作品展
10月6日（金）～11日（水）

みやまえ読書の日
本とおはなしの一週間

10月13日（金）～18日（水）※16日休館
〈円空仏彫刻の会〉作品展
～10月4日（水）

みやまえ
子育てフェスタ２０１７

10月21日（土）
宮前みずえ会作品展

10月27日（金）～11月1日（水）

イチゴ・アート・フェスタ
絵画・工芸作品展
10月6日（金）～11日（水）

地域活動支援センターアトリエ 言の葉
kotonoha展

10月13日（金）～18日（水）※16日休館
青空会写真展
～10月4日（水）

翠風会 翠風墨画展
10月20日（金）～25日（水）

多摩区老人クラブ連合会
「趣味の作品展」

10月27日（金）～11月1日（水）

第35回あさお区民まつり
10月6日（金）～11日（水）

青の会・山口台作品展
10月13日（金）～18日（水）※16日休館

植物画同好会 
麻生・多摩ボタニカルアート展
～10月4日（水）

麻生文化協会文化祭 美術工芸展
10月20日（金）～25日（水）

静友会書道展
10月13日（金）～18日（水）※16日休館

みゆき水彩作品展
10月20日（金）～25日（水）

有料 企画展「岡本太郎と遊ぶ」展  ～10月15日（日）  
観覧料：一般900円、高校・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料

有料 常設展「岡本太郎と巴里」展 
～10月22日（日）  

観覧料：～10月15日（日）／一般900円、高 校・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料※企画展と常設展のセット料金です。
　　　　10月17日（火）～22日（日）／一般 50 0円、高校・大学生・65歳以上300円、中学生以下無料

有料 ハイチアート展（2F 企画展示室2） ～11月26日（日）  観覧料：一般300円、65歳以上・大学生・高校生200円、中学生 以下無料

川崎ヒストリー展（2Fアートギャラリー１）
～12月3日（日）

国産アニメーション誕生100周年記念展示 にっぽんアニメーション ことはじめ ～「動く漫画」のパイオニアたち～ （2F アートギャラリー2・3）
～12月3日（日）

第14回
清舟書展
～10月1日（日）

アトリエ「Kadan」押し花展
10月25日（水）～29日（日）

第88回 川崎美術協会展
10月24日（火）～29日（日）

羽田フォトクラブ
水曜会 写真展

10月31日（火）～11月5日（日）
日本冶金工業OB会

第7回美術展
10月31日（火）～11月5日（日）

第20回
日本油彩創作美術協会展・

田村誠遺作展
10月17日（火）～22日（日）

押し花サロン
シンフォニー

15周年記念作品展
10月4日（水）～8日（日）

第16回 柯の会展（書・陶芸・水墨画・ 絵画・刻字）  併催／吉田東霞書陶展
10月10日（火 ）～15日（日）

ハイチアート展
ギー・ジョセフ 《ラブトゥリー》

第37回幸区民祭
10月7日（土）・8日（日）

第5回美術クラブ色波会作品展
10月27日（金）～30日（月）

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

高津市民館市民ギャラリー〈高津区〉
高津区溝口1-4-1 ノクティ2（12F）　TEL．814-7603
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

宮前市民館市民ギャラリー〈宮前区〉
宮前区宮前平2-20-4　TEL．888-3911　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー〈中原区〉
中原区新丸子東3-1100-12 パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1、2階
TEL．433-7773　【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

麻生市民館市民ギャラリー〈麻生区〉
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

幸市民館市民ギャラリー〈幸区〉
幸区戸手本町1-11-2（幸文化センター内）　TEL．541-3910
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

ミューザ川崎シンフォニーホール 
4F企画展示室〈幸区〉
幸区大宮町1310　TEL.520-0300　【休館日】10月23日

川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉
多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　9月19日（火）、10月10日（火）
　　　　10月23日（月）～11月2日（木）

アートガーデンかわさき〈川崎区〉
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク3F　
TEL.200-1415　
【休館日】毎週月曜日

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉
中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　9月19日（火）、10月10日（火）、11月24日（金）

ギャラリー柯（えだ）〈中原区〉
中原区木月3-35-1 元住吉アートフラッツ1F　TEL．422-0515　
【休館日】第2・第4月曜日

第49回中原区文化祭
10月28日（土）～11月1日（水）
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アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日 Event Calendar
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有料 生命の表現力 山下清とその仲間たちの作品展（2F 企画展示室１）～10月1日（日）   観覧料：一般700円、65歳以上・大学生・高校生500円、中学生 以下無料

常設展

第1展示室

企画展

企画展

第2展示室

第3展示室

宮竹真澄の人形工房
10月4日（水）～8日（日）

  藤田観 龍 個展
 10月10日（火） ～15日（日）　

  きらめきアー ト2017展　
 10月10日（火） ～15日（日）　

 第2回 平野 幸一郎個展
 10月10日（火） ～15日（日）　

ひまわり写真クラブ
第15回ひまわり写真展
10月6日（金）～11日（水）

第5回大人の絵画造形教室
TOY BOX作品展

10月13日（金）～18日（水）※16日休館
小杉陶芸研究会 作陶展
～10月4日（水）

矢向ボビンレース研究会
糸あそび

10月20日（金）～24日（火）

まひまひ写真部水中写真展
10月6日（金）～11日（水）

高津区美術公募展’17
10月13日（金）～18日（水）※16日休館

高津みずえ会水彩画展
10月1日（日）～4日（水）

川崎デッサン会作品展
10月20日（金）～25日（水）

歩楽里写真部写真展
10月27日（金）～11月1日（水）

色えんぴつ画のつどい作品展
10月6日（金）～11日（水）

みやまえ読書の日
本とおはなしの一週間

10月13日（金）～18日（水）※16日休館
〈円空仏彫刻の会〉作品展
～10月4日（水）

みやまえ
子育てフェスタ２０１７

10月21日（土）
宮前みずえ会作品展

10月27日（金）～11月1日（水）

イチゴ・アート・フェスタ
絵画・工芸作品展
10月6日（金）～11日（水）

地域活動支援センターアトリエ 言の葉
kotonoha展

10月13日（金）～18日（水）※16日休館
青空会写真展
～10月4日（水）

翠風会 翠風墨画展
10月20日（金）～25日（水）

多摩区老人クラブ連合会
「趣味の作品展」

10月27日（金）～11月1日（水）

第35回あさお区民まつり
10月6日（金）～11日（水）

青の会・山口台作品展
10月13日（金）～18日（水）※16日休館

植物画同好会 
麻生・多摩ボタニカルアート展
～10月4日（水）

麻生文化協会文化祭 美術工芸展
10月20日（金）～25日（水）

静友会書道展
10月13日（金）～18日（水）※16日休館

みゆき水彩作品展
10月20日（金）～25日（水）

有料 企画展「岡本太郎と遊ぶ」展  ～10月15日（日）  
観覧料：一般900円、高校・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料

有料 常設展「岡本太郎と巴里」展 
～10月22日（日）  

観覧料：～10月15日（日）／一般900円、高 校・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料※企画展と常設展のセット料金です。
　　　　10月17日（火）～22日（日）／一般 50 0円、高校・大学生・65歳以上300円、中学生以下無料

有料 ハイチアート展（2F 企画展示室2） ～11月26日（日）  観覧料：一般300円、65歳以上・大学生・高校生200円、中学生 以下無料

川崎ヒストリー展（2Fアートギャラリー１）
～12月3日（日）

国産アニメーション誕生100周年記念展示 にっぽんアニメーション ことはじめ ～「動く漫画」のパイオニアたち～ （2F アートギャラリー2・3）
～12月3日（日）

第14回
清舟書展
～10月1日（日）

アトリエ「Kadan」押し花展
10月25日（水）～29日（日）

第88回 川崎美術協会展
10月24日（火）～29日（日）

羽田フォトクラブ
水曜会 写真展

10月31日（火）～11月5日（日）
日本冶金工業OB会

第7回美術展
10月31日（火）～11月5日（日）

第20回
日本油彩創作美術協会展・

田村誠遺作展
10月17日（火）～22日（日）

押し花サロン
シンフォニー

15周年記念作品展
10月4日（水）～8日（日）

第16回 柯の会展（書・陶芸・水墨画・ 絵画・刻字）  併催／吉田東霞書陶展
10月10日（火 ）～15日（日）

ハイチアート展
ギー・ジョセフ 《ラブトゥリー》

第37回幸区民祭
10月7日（土）・8日（日）

第5回美術クラブ色波会作品展
10月27日（金）～30日（月）

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

高津市民館市民ギャラリー〈高津区〉
高津区溝口1-4-1 ノクティ2（12F）　TEL．814-7603
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

宮前市民館市民ギャラリー〈宮前区〉
宮前区宮前平2-20-4　TEL．888-3911　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー〈中原区〉
中原区新丸子東3-1100-12 パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1、2階
TEL．433-7773　【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

麻生市民館市民ギャラリー〈麻生区〉
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

幸市民館市民ギャラリー〈幸区〉
幸区戸手本町1-11-2（幸文化センター内）　TEL．541-3910
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

ミューザ川崎シンフォニーホール 
4F企画展示室〈幸区〉
幸区大宮町1310　TEL.520-0300　【休館日】10月23日

川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉
多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　9月19日（火）、10月10日（火）
　　　　10月23日（月）～11月2日（木）

アートガーデンかわさき〈川崎区〉
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク3F　
TEL.200-1415　
【休館日】毎週月曜日

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉
中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　9月19日（火）、10月10日（火）、11月24日（金）

ギャラリー柯（えだ）〈中原区〉
中原区木月3-35-1 元住吉アートフラッツ1F　TEL．422-0515　
【休館日】第2・第4月曜日

第49回中原区文化祭
10月28日（土）～11月1日（水）
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川崎市市民ミュージアム〈中原区〉 川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉

多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898　FAX.900-9966
【アクセス】 �小田急線向ケ丘遊園駅南口徒歩17分、北口バス約10分 
　　　　　 専修大学前下車徒歩6分　

【開館時間】 9：30〜17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 月曜日（9月18日、10月9日を除く）、9月19日（火）、10月10日（火）
　　　　　 10月23日（月）〜11月2日（木）
http://www.taromuseum.jp

登戸駅
向ケ丘遊園駅

稲生橋交差点

JR南武線

府中街道
川崎市生田緑地
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至町田
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小
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世
田
谷
町
田
線

至
町
田

至
渋
谷

川崎市
岡本太郎美術館

日本民家園

中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500　FAX．754-4533　
【アクセス】� 武蔵小杉駅北口バス約10分、溝の口駅ノクティ側バス約20分
【開館時間】 9：30～17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 月曜日（9月18日、10月9日を除く）、
　　　　　 9月19日（火）、10月10日（火）、11月24日（金）
http://www.kawsaki-museum.jp/

多摩川

JR南武線

多摩沿線道路

中原
街道

北口バス乗り場

●会館とどろき

武蔵中原

府中街道（国道403号）

新
丸
子

多摩川

武
蔵
小
杉

川崎市市民
ミュージアム

Twitter InstagramFacebookホームページ

◦ホームページ、Twitter、Facebook、Instagramにて情報発信中！
◦ホームページ、
　Facebookにて
　情報発信中

Facebookホームページ

展覧会料金等
2017年7月15日（土）～10月15日（日）まで
一般900（720）円、高校・大学生・65歳以上700（560）円、中学生以下無料
※企画展と常設展のセット料金
2017年10月17日（火）～10月22日（日）までは常設展のみ開催
一般500（400）円、高校・大学生・65歳以上300（240）円、中学生以下無料
※（　）は20名以上の団体料金

展覧会料金等
料金：一般900（720）円、高校・大学生・65歳以上700（560）円、中学生以下無料
　　　（　）は20名以上の団体料金
休館日：月曜日（9月18日、10月9日を除く）、9月19日（火）、10月10日（火）

　岡本太郎は1930年から1940年まで過ごし
たパリで、世界中から集まった芸術家たちに揉
まれながら、独自の個性を確立しました。そのた
め、秘書であり養女となった岡本敏子は、「岡本太郎は、戦前のパリで『岡本
太郎』になった」と述べています。
　本展では東京とはちがった、パリでの「岡本太郎」をご紹介します。

 常設展／開催中～10月22日（日）

「岡本太郎と巴里」展

 企画展／開催中～10月15日（日）

「岡本太郎と遊ぶ」展
　岡本太郎は「遊び」について、「『遊び』と『お
遊び』とは全然違う。『遊び』は真剣な、全人間的
な、つまり命のすべてをぶつけての無償の行為
だ。」と言っています。
　岡本にとって「遊び」とは、自分自身の芸術活動そのものだったともいえる
でしょう。岡本が命のすべてをぶつけて生み出した作品と、その作品に向き合
う私たちも、真剣に遊んでみませんか。
　本展では、岡本の作品を紹介するとともに、「字は絵だろ」と言った岡本が
自由な感性で描いた「遊ぶ字」をご紹介します。

 企画展／開催中～11月26日（日）

ハイチアート展
◦会　場：2F企画展示室2
◦観覧料：一般300円（240円）、
　　　　　65歳以上・大学生・高校生200円（160円）、
　　　　　中学生以下無料 
　　　　　　※（　）内は20名以上の団体料金です。
　カリブ海の島国ハイチの画家たちは、野生動物や精霊、日常生活の光景
や幻想的な風景などを、明るく華やかな色彩で自由奔放に描き出します。本
展では、明るく、楽しい、エネルギー溢れるハイチ絵画の数 を々紹介します。

ジャン・クロード・ポール
 《花の中のおうむ》

■「にっぽんアニメーションことはじめ」展連携上映
　《スクリーンに蘇る！アニメーション傑作選》
◦料金：1プログラムにつき
　　　　一般600円／65歳以上･大学生･高校生500円／小中学生400円
　　　　（未就学児、障害者手帳等をお持ちの方及びその介護者無料）
　★のトークショー・講演会は無料

 映画上映／10‒11月の特集

10月23日（月）～11月2日（木）は展示替えのため休館

◆関連イベント
◉ことばで遊ぶ＋トーク
　展覧会のワークショップで生み出された詩・漫画について、詩人の田中庸介
と漫画家の横山裕一が語ります。
◦日時：10月1日（日） 14：00～16：00
◦定員：70名　◦場所：ガイダンスホール
◦料金：無料　◦申し込み：不要。当日先着順
◆会期中毎日開催！
◉「さわって遊ぶ」「おと・リズムで遊ぶ」「ことばで遊ぶ」
　「仮面で遊ぶ」「においで遊ぶ」「遊ぶ字に挑戦！」
　会場内に、太郎さんの作品と関連した体験コーナーを常設しています。
会期中毎日、どなたでもご参加いただけます。
◦場所：企画展示室
◦料金：無料（要観覧料）　
◦申し込み：不要
◦開館時間中随時体験できます。

岡本太郎《森の掟》1950年

アトリエの庭にて

■2本立て ①パンダコパンダ＋②パンダコパンダ 雨ふりサーカス
　10月14日（土）11：30、10月15日（日）14：00、
　10月21日（土）11：30
■コマ撮りアニメーション短編集《岡本忠成と川本喜八郎》
　10月14日（土）14：00、10月15日（日）11：30
■2本立て ①くもとちゅうりっぷ＋②桃太郎 海の神兵
　10月21日（土）14：00★、10月22日（日）11：30、
　11月11日（土）11：30
　★21日（土）14:00の回上映後、15：40～トークショー
　　ゲスト：水戸遼平氏（株式会社IMAGICA）
■初期短編集《蘇ったアニメーション》 
　「蘇ったフィルムたち～東京国立近代美術館フィルムセンター復元作品特集」より
　10月22日（日）14：00 ※6作品上映（合計約39分）
　〈弁士＋伴奏つき上映 3作品〉弁士：片岡一郎／ピアノ伴奏：上屋安由美
　『なまくら刀』(塙凹内名刀之巻)／『浦島太郎』／『漫画 瘤取り』
　〈音声つき上映 3作品〉
　『黒ニャゴ』／『茶目子の一日』／『幽霊船(YUUREISEN)』
　★上映後15：00～講演会「アニメーション史を訪ねた男、100年を語る」
　　ゲスト：山口且訓氏（アニメーション研究家）
　　聞き手：原口正宏氏（アニメーション研究家）
■紫式部 源氏物語　10月28日（土）11：30、11月12日（日）11：30
■カムイの剣　10月28日（土）14：00、11月26日（日）14：00
■銀河鉄道の夜
　10月29日（日）11：30、11月12日（日）14：00★、11月18日（土）11：30
　★11月12日（日）14：00の回上映後、16：00～トークショー
　　ゲスト：杉井ギサブロー監督／聞き手：原口正宏氏（アニメーション研究家）
■幻魔大戦　10月29日（日）14：00、11月19日（日）14：00、11月25日（土）14：00
■少年ケニヤ　11月11日（土）14：00、11月19日（日）11：30
■千年女優　11月18日（土）14：00、11月25日（土）11：30、11月26日（日）11：30

©TMS

 特集展示／開催中～12月3日（日）	 観覧料：無料
国産アニメーション誕生100周年記念展示
にっぽんアニメーションことはじめ 
～「動く漫画」のパイオニアたち～
◦会場：2F アートギャラリー2・3
　国産初のアニメーション映画『凸坊新畫帖 芋助猪
狩の巻』（1917年）の公開から100年を迎えたことを記
念し、当時アニメーションの制作に挑んだ4人の先駆者
を紹介します。

下川凹天「銀座はうつる」
『東京パック』（18巻1号）1929年

川崎ヒストリー展
◦会場：2Fアートギャラリー１
　昭和の川崎について、川崎駅前のジオラマや地図、
ニュース映画を中心にご紹介します。 1963年頃の川崎駅前を再現したジオラマ

12 KAWASAKI ART NEWS
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アルテリオ小劇場
〒215-0004 川崎市麻生区万福寺6-7-1
TEL.044-955-0107　FAX.044-959-2200
http://kawasaki-ac.jp/

【アクセス】 小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩3分

　川崎市アートセンター開館10周年を記念
し、しんゆり寄席の世話人の一人、桂米多
朗の師匠・桂米助をゲストに迎え一席設け
ます！俗曲も加わり、いつも以上に豪華なラ
インナップをお楽しみください！

 第55回川崎市アートセンター

しんゆり寄席

2017年10月28日（土） 14：00開演 
※開場は開演の30分前

【出演者】 桂 米助、三遊亭小円歌、
　　　　　初音家左橋、桂米多朗　ほか

【チケット】 一般2,000円／学生1,000円（全席自由・税込） ※未就学児童のご入場はご遠慮下さい。

【お知らせ】�仲入りで演者からのプレゼントが当たる抽選会を開催。
★大旦那衆セット、プレミアムセット★
年間10回開催する「しんゆり寄席」で、いつでもご利用頂けるセット券。一人でも、何人一緒でもご利用可。
　◦プレミアムセット：4枚1組 6,000円　◦大旦那衆セット：10枚1組 12,000円※有効期限は2018年3月公演まで。払い戻し不可。

桂米多朗初音家左橋桂 米助 三遊亭小円歌

 川崎市アートセンター開館10周年記念事業
しんゆりシアターミュージカル公演
ねこはしる
原作：工藤直子（童話屋刊）　　脚本・演出：ふじたあさや　　音楽：西村勝行
ここには、歌があり、ダンスがあり、ドラマがあり、タップもあり、
そして笑いも、涙もあり、何よりも〈いのちのかがやき〉がある！
　きみたち、『のはらうた』って知ってるよね。工藤直子さんが書いた詩集で、詩の作者は　
人間じゃない生きものたちという、ほのぼのと楽しい本だ。その、のはらの生きものたちが大
活躍するもう一冊の本が『ねこはしる』で、だから、『のはらうた』と同じようにほのぼのと楽し
いのかと思うと、これがおおちがい。どうおおちがいなのか、それはきみたちに、その目と耳で
確かめてもらうとして……（ハンカチだけは持ってきたほうがいいよ）。
　しんゆりに、川崎市アートセンターが生まれて１０年。それを記念して、同じしんゆりの昭和
音楽大学で生まれたミュージカル『ねこはしる』を、最高の出演者、スタッフの力を集めて、観
てもらおうと思ってます。そして言いたい、日本にもこんなミュージカルがあるんだぜ、と。

脚本・演出 ふじたあさや　

2017年10月14日（土）〜22日（日）
14㊏ 15㊐ 16㊊ 17㊋ 18㊌ 19㊍ 20㊎ 21㊏ 22㊐

13：00

休 演 休 演

●
14：00 ● ● ●
17：00 ● ●
19：00 ● ●

【出演者】 王子菜摘子、太田有美、小山雲母、笠松はる、片山千穂、勝山 優、川島由美、
※五十音順　　神田恭兵、鈴木英恵、中島史香、中野亮輔、中村つむぎ、藤咲みどり、
　　　　　古舘一也、森山蓉子、矢鳴優花、横山由和（ゲスト） 

　　　　　〈演奏〉鮎川江梨（Bs）、桑原裕子（El）、古川真理（Vn）、やまだはるな（Dr）、山田由起子（Pf）
【チケット】 一般 3,800円／中・高・大学生 2,500円／小学生以下 1,000円（全席指定・税込）

 チケット取扱い：川崎市アートセンター
［tel］ 044-959-2255（9：00～19：30、土日祝・原則毎月第二月曜除く）　　［WEB］ http://kawasaki-ac.jp/th/
［窓口］ 9：00～19：30（原則毎月第二月曜除く）
◦しんゆり寄席の学生券は窓口のみ取扱い。要学生証提示。またセット券は窓口とお電話のみ取扱い。

昭和音楽大学ミュージカル「ねこはしる」　2011年4月公演より

画：平島 毅
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川崎市アートセンター
〒215-0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺6-7-1

Tel. 044-955-0107　Fax. 044-959-2200 

info@kawasaki-ac.jp　

http://kawasaki-ac.jp/

小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩 3分

◆映画のチケットは 9：00 より受付にて販売

◆自由席、整理番号順入場、立見不可

14 KAWASAKI ART NEWS

映画 Cinema｜川崎アートセンター アルテリオ映像館



川崎市アートセンター
〒215-0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺6-7-1

Tel. 044-955-0107　Fax. 044-959-2200 

info@kawasaki-ac.jp　

http://kawasaki-ac.jp/

小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩 3分

◆映画のチケットは 9：00 より受付にて販売

◆自由席、整理番号順入場、立見不可
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第三火曜日第三火曜日ラゾーナ寄席ラゾーナ寄席
毎月

2017
のお楽しみ

■会　場…ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　〒212-8576  川崎市幸区堀川町72-1 ラゾーナ川崎プラザ5F
■出　演…柳家小団治・初音家左橋・柳家喬の字・桃月庵はまぐり
■入場料…全席自由2,000円・25歳以下1,000円
　　　　　　　　　　（終演後のおたのしみ“交流会”…希望者のみ・参加費1,500円）
■予約･お問合せ／ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　　　　　電話 044-874-8501　FAX 044-520-9151　
　　　　　　　　　E-mail：info@plazasol.jp　http://www.plazasol.jp

2017年
10月17日（火） 17：30受付開始/18：00開場/18：30開演
※当日券は18：00から販売します

柳家小団治

狂言
全集

第9回

2017年10月21日㈯ 
14：00開演（13：30開場）

日時

3,000円（全席指定）会場 川崎能楽堂 料金 狂 言のお 話 山本東次郎

「末　　広」山本東次郎（人間国宝）
すえ ひろがり

「土　　筆」山本　則俊
ど ひつ

「禰宜山伏」山本　則重
ね ぎ やま ぶし

「土筆」 撮影：吉越 研

人
間
の
悲
し
さ
、お
か
し
さ
、愚
か
し
さ
。 

狂
言
の
哲
学
が
こ
こ
に
あ
る
。

＊開演後はご入場いただけない場合がございます。また、出演者等変更になる場合がございますので予めご了承ください。なお、ご購入いただいたチケットのキャンセルや変更はできません。

■チケット発売　平成29年9月20日㈬午前9時より川崎能楽堂窓口にて販売（先着順）
　　　　　　　＊残券があれば、同日正午より電話でも販売いたします。
■チケット取扱・お問合せ　川崎能楽堂 TEL：044-222-7995 川崎市川崎区日進町1-37
■受付時間　窓口・電話 9：00～17：00＊但し初日のみ電話受付は正午から。窓口完売の際は電話での受付はいたしません。

◎主催／（公財）川崎市文化財団 川崎市川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー･リバーク3F　TEL.044-222-8821／FAX.044-222-8817

第64回

公益財団法人 川崎市文化財団
かわさきアートニュースの制作には、川崎市文化振興基金が活用されています。

〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1（リバーク３F）　
TEL.044（222）8821（代表）  FAX.044（222）8817
http://www.kbz.or.jp
平成29年10月1日発行 ◉印刷・製本／八幡印刷㈱ TEL.044-542-2311

川崎市文化財団


	ARTNEWS_256 1
	ARTNEWS_256 2
	ARTNEWS_256 3
	ARTNEWS_256 4
	ARTNEWS_256 5
	ARTNEWS_256 6
	ARTNEWS_256 7
	ARTNEWS_256 8
	ARTNEWS_256 9
	ARTNEWS_256 10
	ARTNEWS_256 12
	ARTNEWS_256 13
	ARTNEWS_256 14
	ARTNEWS_256 15
	ARTNEWS_256 16



